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研究成果の概要（和文）：2007-2008年に福岡県久山町で実施した家庭血圧測定を含む断面調査の結果から、白衣高血
圧（WCHT）、仮面高血圧（MHT）、持続高血圧（SHT）が頸動脈病変に与える影響を検討した。その結果、総頸動脈平均
内膜中膜厚(平均IMT)の平均値は、NT群に比べWHT群、MHT群、SHT群のいずれでも有意に厚かった。この関係は多変量調
整後も変わらなかった。また、最大IMT>1mmと頸動脈狭窄を有するオッズ比もWHT群、MHT群、SHT群で有意に高かった。
以上より、WCHTは無害とは言い切れず、高血圧治療ガイドラインが推奨するように生活習慣の改善と注意深い経過観察
が必要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：On the basis of combined measurements of clinic blood pressure (CBP) and home BP 
(HBP), BP status can be divided into normotension (NT), white-coat hypertension (WCHT), masked HT (MHT), 
and sustained HT (SHT). The objective of this study was to investigate the associations of WCHT, MHT, and 
SHT with carotid atherosclerosis. This is a cross-sectional survey of 2915 community-dwelling Japanese 
aged ≧40 years. Mean intima-media thickness (IMT) of carotid arteries was measured using a 
computer-automated system, and carotid stenosis was defined as diameter stenosis ≧30%.
The geometric average of mean IMT was significantly higher among subjects with WCHT, MHT, and SHT than 
those with NT. Compared with NT, all types of HT were associated with increased likelihood of carotid 
stenosis. These associations remained significant even after adjustment for other cardiovascular risk 
factors. WCHT, as well as MHT, and SHT were associated with carotid atherosclerosis in a general Japanese 
population.

研究分野： 疫学
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１．研究開始当初の背景 
家庭血圧が頸動脈硬化と関連することが

報告されている。しかし、多くの研究は医療
機関受診者を対象としており、一般住民を対
象とした報告は少ない。 
 
２．研究の目的 
 久山町研究の目的は、日本人の心血管病危
険因子を明らかにし、その予防に有用なエビ
デンスを提供することである。本研究では、
久山町の疫学調査の成績を用いて、白衣高血
圧（WCHT）、仮面高血圧（MHT）および持続高
血圧（SHT）と頸動脈病変との関連を検討し
た。 
 
３．研究の方法 
（1）追跡調査 
2007-2008年に40歳以上の久山町住民を対

象として家庭血圧測定を含む循環器健診を
実施した（受診率 78％）。2012-2013 年に頸
動脈エコーを再度実施した。受診者の追跡調
査のひとつとして、2013 年、2014 年、2015
年に 40 歳以上の久山町住民を対象に循環器
健診を行った。健診項目としては、病歴・生
活習慣の聴取、身体活動度・食事調査、身体
計測、随時血圧測定、医師による診察、検尿、
血計、血液生化学検査、心電図検査、胸写を
実施した。 

予後調査を以下の方法で実施した。 
① 毎年の健診受診者から循環器疾患の罹患

が疑われる者を抽出した。 
② 健診末受診者全員にアンケートを送り、

循環器疾患の罹患が疑われる者を抽出し
た。 

③ 久山町研究の追跡ネットワークを通じて、
循環器疾患の罹患が疑われる者を抽出し
た。 

④ 循環器疾患の罹患が疑われる者について
は、往診し、病歴・診察所見・検査所見
など臨床情報を収集した。 

⑤ 死亡例については、臨床情報を収集し、
病理解剖の承諾を得るように努めた。 

⑥ 解剖承諾例については､九州大学大学院
病理学教室で解剖し､死因および臓器病
変を調査した。 

⑦ 定期的に研究スタッフの会議を開き､循
環器疾患罹患および死因の最終診断を決
定した。 

 
（2）白衣高血圧および仮面高血圧と頸動脈
病変との関連 
2007-2008年に40歳以上の久山町住民を対

象として家庭血圧測定を含む循環器健診を
実施し、朝の家庭血圧を 3日以上測定し、頸
動脈エコー検査を受けた 2,915名を本研究の
対象とした。健診時血圧は、自動血圧計
（BP203RVIII、オムロンコーリン社)を用い
て座位で 3回測定し、その平均値を解析に用
いた。家庭血圧は、朝（起床後 1時間以内の
排尿後かつ朝食前かつ服薬前）、上腕型家庭

血圧計（HEM-7080IC、オムロン社)を用いて
座位で 3回測定し、その平均値を解析に用い
た。高血圧は、健診血圧では 140/90mmHg 以
上、家庭血圧では 135/85mmHg 以上とした。
健診血圧と家庭血圧の血圧レベルを用いて
対象者を正常血圧（NT）群、WCHT 群、仮 MHT
群、SHT 群の 4 群に分類した。 
頸動脈病変は、SSA-550A（東芝メディカル

社）を用いて評価した。総頸動脈長軸像にお
いて、内頸動脈分岐部から心臓側 2cm にわた
る後壁内膜中膜複合体肥厚（IMT）の平均値
を自動計測し、左右の平均値（平均 IMT）を
解析に用いた。また短軸像において頸動脈に
おける最大 IMT を計測した。狭窄を有する例
では European Carotid Surgery Trail（ECST）
法を用いて径狭窄率を計測し、径狭窄率 30％
以上を狭窄性病変ありと定義した。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究は、「疫学研究に関する倫理指針」に
基づき研究計画書を作成し、九州大学医学研
究院等倫理委員会の承認を得て行われた。本
研究は、健診受診者を対象とした疫学調査で、
対象者が研究によって不利益を被ることは
ない。研究者は、対象者の個人情報の漏洩を
防ぐうえで細心の注意を払い、その管理に責
任を負っている。 
 
４．研究成果 
（1）2012-2013 年に実施した頸動脈エコーの
画像を用いて総頸動脈長軸像における内膜
中膜複合体厚（IMT）を自動計測した。デー
タセットを作成した。また、追跡調査を続行
した。 
 
（2）白衣高血圧および仮面高血圧と頸動脈
病変との関連 
2007-2008年に40歳以上の久山町住民を対

象として家庭血圧測定を含む循環器健診を
実施し、朝の家庭血圧を 3日以上測定し、頸
動脈エコー検査を受けた 2,915名を本研究の
対象とした。 
対象者のうち 1,374 名（47％)が NT 群、200

名（7％)が WHT 群、639 名（22％)が MHT 群、
702 名（24％)が SHT 群に分類された。 
総頸動脈平均 IMT の平均値は、NT群 0.67mm、

WHT 群 0.73mm、MHT 群 0.77mm、SHT 群 0.77mm
で、NT 群に比べて WHT 群、MHT 群および SHT
群で有意に厚かった（p<0.01）。最大 IMT の
平均値は WHT 群 1.31mm、MHT 群 1.36mm、SHT
群 1.38mm で、いずれも NT 群の 1.07mm に比
べて有意に厚かった（p<0.01）。これらの関
係は、性、年齢、糖尿病、血清総コレステロ
ール、高比重リポ蛋白コレステロール、body 
mass index、喫煙、飲酒、運動習慣、降圧薬
服用、高脂血症治療薬服用を調整しても変わ
らなかった（図 1、図 2）。 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
最大 IMT>1mm となるオッズ比（性・年齢調

整）は、NT 群を基準にすると WHT 群で 2.0、
MHT 群で 1.6、SHT 群で 1.6 といずれも有意に
高かった（p<0.01）。性・年齢調整後の頸動
脈狭窄を有するリスクは、NT 群に比べて WHT
群で 2.4 倍、MHT 群で 2.0 倍、SHT 群で 3.0
倍と有意に上昇していた（p<0.01）。これら
の関係は、多変量調整後も変わらなかった
（図 3）。また、降圧薬服用の有無で層別して
も同様の結果が得られた。さらに血圧分類別
にみた頸動脈狭窄のオッズ比で検討しても
NT 群を基準にすると WHT 群、MHT 群、SHT 群
でいずれも有意に高かった（図 4：p<0.01）。 
久山町の地域住民を対象とした横断研究

では、WCHT 群は、MHT 群および SHT 群と同様
に、NT 群と比較して頸動脈肥厚あるいは狭窄
のリスクが大きかった。これまでいくつかの
観察研究が、WCHT と頚動脈動脈硬化病変との
関連があると報告している。しかし、その多
くが医療機関での検討や少数例での検討で
あり、地域住民を対象とした大規模な調査結

果はほとんどない。日本の地域住民を対象と
した数少ない研究のひとつとして大迫研究
があるが、55歳以上の地域住民 812 名を対象
とした検討で、NT 群に比べ WCHT 群で有意な 
頚動脈 IMTの肥厚は認められなかった。一方、
今回の我々の検討は、40 歳以上の地域住民約
3,000 人を対象とした検討であり、WCHT 群に
おいて有意な頚動脈の IMT肥厚および狭窄を
認めた。これまでの多くの追跡研究で WCHT
と心血管病の関連を示すことができなかっ
た理由として、WCHT 群の人数が少なかったこ
とが可能性として挙げられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また、本研究の MHT 群および SHT 群では、

NT 群に比べ頚動脈動脈硬化病変のリスクが
高かった。これらは過去の報告と一致してい
る。 
WCHT 群では、MHT 群および SHT 群と同様に

頸動脈肥厚あるいは狭窄のリスクが高かっ



 

 

た。WCHT は無害とは言い切れず、現在の高血
圧治療ガイドラインが推奨するように、生活
習慣の改善と注意深い経過観察が必要であ
ることが示唆される。 
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